










水 晶宮 の楽 器
1851年博の精神 と成果の一断面について














theIndustryofallNations)は,近代 という大きな歴史区分のもっ様 々な断面 とその真相
を曝 け出すことになった,一大イヴェントであった。産業革命は,も の作 りの現場への機械お
よび機械動力の導入 という,生産の枠組みの転換を一方の顔として もっが,同 時に,生 産品の
流通量およびその購入可能な社会階層の拡大という,消費における大衆化の進展という側面を
合わせもっ。万国産業博覧会は,そ の展示品の量 と質において第1機 械時代としての近代を象




として長 く記憶にとどあられるであろう。」{2〕しか し,人類の歴史において,全 く闇の部分を も
たない,完全無欠の時代はなか ったのであり,1851年前後のイギ リス社会 は,発 展の裏 に影
のように確実 について回る,少 なか らぬ矛盾を抱えていたもの と思われる。工業化の進展は,




その会場になった建築物に由来 して,水 晶宮博覧会とも呼ばれるこの博覧会は,ヴ 彳クトリ
ア女王の夫君であり王立委員会の会長 として表 の顔を務 めた,ア ルバー ト公(Albertof
Saxe-Coburg-Gotha,1819-1861)と,実行委員会のメンバーの一人 として実務にあたっ
た,ヘ ンり一 ・コール(HenryCole,1808-1882)によって企画運営が進め られだ%こ の
二人 には共通の関心があった。 アルバー ト公 は芸術協会(SocietyofArts)の会長職にあ り,




と関心をもち,社 会に対 して強い影響力を及ぼし得 る立場にあった彼 ら二人が,こ の博覧会に,
良き趣味の集大成としての,デ ザイン博覧会 どいう意味あいを込めていたことは,充分に考え
られる。良いデザインの普及は,良 き趣味の展示から始まるはずであった。
しか しその実体はどうであったか。多感な青年であった若 きウィリアム ・モ リスが,水 晶宮
の入 り口か ら会場内部を一瞥 しただけで,展 示品の醜悪さや,趣味 という徳を全 く欠いた無秩
序さに嫌悪感を覚え,入 場を拒否 したというエ ピソニドは,よく知られている。また,ジョン・






本小論が楽器 という,大衆にとって必ず しも一般的ではないと考え られるジャンルに注 目す
るのは,以下のような理由に基づ く。
第一に楽器が,日常生活用品,或 いは生活必需品ではないこと,そ して生活必需品ではない
が故に,人 びとの生活意識における積極的な余剰としての趣味の問題を,如 実に浮かび上が ら
せると期待 される点である。楽器の多 くは,専 ら専門家のみが所有する対象であり,それ らの
デザインが,専 門家以外の人々の意識に対 して何か特別な意味をもっことはない。 しか し,後
に指摘するように,多 くの鍵盤楽器は,そ れらを演奏す ることのできる専門家のみならず,よ
り広い範囲の人びとにとって,購入や所有の対象 となり得る。 しか もそれ らは,所有すること
自体が,所 有者 に何 らかの階級的な満足感を与えるような物品であり,所有意識を刺激するこ
ととデザイ ンの間に,興 味深い関係性を見出す ことが期待されるからである。
30
第二に,鍵盤楽器を含む多 くの楽器が,19世紀の半ばにおいて,楽 器 としての完成の直前
の段階にあった点が挙げられる。今日,電気楽器や電子楽器を除いた殆 どの実音楽器(ア コウ
スティッ.ク・インス トゥルメント)は,本質的にはこれ以上の変化や発展が考えにくい完成 し








1851年5月1日,開会式における挨拶の中で,ア ルバー ト公は次のように述べた。 「……最






る。それは,19世紀イギ リス社会の発展の原動力 ともな り,ブ ル ジョアジー階層の活動の裏
付けともなったモットー,自 由主義 レッセ ・フェール(Laisser-faire)の精神である。19
世紀前半のイギ リス社会にとって自由主義とは,大 きく二っの意味をもっていると考えられよ




う。 このことはたしかに,レ ッセ ・フェールの精神に基づ くものと見なすこともできるが,し
かし同時に,博覧会の準備期間が相対的に短かく,厖大な出品物を博覧会の趣旨に基づいて逐
一審査することなど,不可能であったという,実際的な側面に基づいていたとも考えられる。





益をもたらすに違いない。」と主張 しだ8}。ビュッラェは,フ ランス製品と,おそらくはイギ リ
ス及び ドイッの産業製品の比較展示を行お うと考えたのであろう。 しかしフランス国内の反応
は,芳 しいものではなか った。




と題された講演の中で,次 のように述べている。「……フランスでは,国 際的な博覧会 は机上
の空論に過 ぎず,関 税法の根本的な変革な くしては,ま ともな議論の対象 とはなりませんで し
た。 しか し英国では,こ の考えは実際的な現実性を帯び,我 らが王室の会長閣下が,製 造業者
たちに知恵を絞るようご下 命下 されるや否や,国 を挙げての取 り組みが始められました。 この
国における国際的な博覧会の発展の歴史の一部 として,1849年に私が集約 し,ア ルバー ト公
に奏上 した,幾っかの意見をご紹介 しましょう。……」(91続けてコールは,国 際的な産業博覧
会の実現を望む,イ ギリス国内の各産業界の声を紹介 していくのである。彼 らは,自国の製品
と諸外国の製品が,白 日の下に堂々と比較 される機会の開催を 期待 した。
このイギリスと1フランスの反応の違 いは,何に基づくのであろう。推論の範囲に留まるが,
大 きく二っの理由があるように思われる。一っは,世界の工場として産業革命を牽引 してきた














第2部 門 機 械(Machinery)10クラス
第3部 門 製造業(Manufacture)18クラス







楽器は,第2部 門,機 械のクラス6と して,精密測定用機器,天 文機器,外科用機器 と同じ
クラスに分類されている。楽器がこれらの機器 と同 じ分類対象となっているのは,こ のクラス
に含まれている製品が,そ の制作 にあたって,相 当な精度の細かい工作技術が必要であること,
その形態の決定に際 して,客 観的かっ合理的な判断と,経験 と勘に基づいた名人芸的判断が必












楽器の部入賞に選ばれたのは,全部で51件である。協会賞に比べ ると,ま ず,具 体的な楽
器それ自体が受賞対象であるものが全体の8割 を占める点が,特 徴的である。また,そ の中で
23件がピアノフォルテである点にも注目しておきたいas。ピアノフォルテの入賞製品が半数近
くを占めることにっいては,以下のような理由が考え られる。





うのも,1760年に,7年戦争で職を失 ったザクセンの12人の ピアノフォルテ職人が 白ンドン
に移住 し,それ以来 ロンドンは,ヨーロッパにおけるピアノフォルテ製作の中心地となったか
らである °゜。彼 らの後継者たちは,水晶宮博覧会にも競 うように自慢の楽器を出品している。
三っ目の理由としては,ピ アノフォルテという楽器が,そ の大きさや購入可能な社会階層を
考えたとき,格好の装飾の対象であったという点である。水晶宮博覧会は,技術革新の披露の
場であると同時に,装飾への飽 くなき情熱が火花を散 らす祭典でもあ った。多 くの楽器の中で
も,ピアノフォルテは装飾を施す対象 として,最適であるといってよいであろう。ヴィク トリ
ア朝の人びとにとって ピアノフォルテは,楽器であると同時に,ス テイ ト・ファニチュアの重
要な一品目であったと考え られるが,こ の点にっいては,後に考察を深めていきたい。
ピアノフォルテ以外では,オ ルガン4件,弦 楽器7件,管 楽器14件,打楽器2件 が受賞 し
ている。管楽器の受賞が比較的多いが,こ れ も協会賞のべームの場合 と同じく,多 くの管楽器
の音程調節のための発明や工夫が,こ の時代に一挙に完成に向けて展開されたからである。音
楽史の上から見ても19世紀中葉 は,前期 ロマ ン主義から後期 ロマン主義への移行期にあたり,
自由な和声や転調を色彩豊かな音色とともに用いるためにも,管楽器が安定 した半音音階を演
奏できることが求められたのである。具体的には,木管楽器では指穴をふさぐたあのキー ・ア
クションの改良,金 管楽器では,ピ ス トンやヴァルヴの改良に,重点が置かれた。
楽器の部選外佳作についても,入賞製品と同様の傾向がみ られる。即ち,ピ アノフォルテと
管楽器の受賞が多いのである。以上,楽 器の部における協会賞,入 賞,選 外佳作のあ らま しを
みたが,楽器の部の審査委員会は,何 よりも楽器の発音や演奏の原理に関する,技術的な改良
を高 く評価 していることが分か る。そしてそれに次 ぐ要素として,恐 らくは楽器の外観が もた
らす印象を評価 していたと考えてよいであろう。
3ア ー ト・ジャーナルの目録に取 り上げられた楽器
木管楽器におけるべ一ム式の発明やピアノフォルテにおける二重脱進機構の改良といった技
術革新 は,専門家以外 にはその意義 は理解 しにくい。水晶宮博覧会は,観客 としての大衆の参
加にも歴史的意義を見出すべき出来事であり,その大衆の目に楽器の部の展示品がどのように
映ったのかにっいても,検討を加えるべきであろう。そしてその際 アー ト・ジャーナル誌が
編集 した,「水晶宮博覧会挿絵入 目録」は,検討のための一っの材料となるよ うに思われ る。
この目録 には,編集者たちの独 自の観点か ら展示品が選出され・ コメントが付され・線刻画が
掲載されている。個々のコメントの記者 について知 ることはできないが,そ こに示された捉え










図1は,ロ ン ドンのコラー ド(Collard)工房 が 出品 し
た,グ ラン ド・ピア ノフ ォル テで あ る。 全 体 の形 状 は,
後 に紹介す るブ ロー ドウ ッ ド(Broadwood)工房 の グ ラ
ン ド。ピア ノフ ォルテ と同 じく,今 日の フルサ イズ ・グ
ラン ド・ピアノに極 めて近 い。 恐 ら く,フ レー ムの形状






が張 り付けられ,脚部,ペ ダル部 譜面台には,やや入念な彫り込みが成されている。装飾の
様式 としては,ロココ・スタイルであると云えそうであるが,華 麗さよりも無骨さが勝る,ド





図2は,同 じコラー ド工房 によ るア ップ ライ ト ・ピアノ フォ
ルテで ある。1807年にダブ リンの鍵盤 楽 器職人,ウ ィ リア ム ・
サウスウェル(WilliamSouthwell)によ って発 明 され た ア ッ
プライ ト・ピアノフォルテは,19世紀中 葉,未 だ発展 途上 の段
階 にあ り,大 きさや音域 形状 等 にお いて,多 様 性 をみせ て い
f`tl90この ピアノフォルテ は,鍵 盤部の高 さ,2本 のペ ダルの間
隔等か ら,比 較的小型 の音域 の狭 い楽器 であ った と推 察 され る。
この楽器 に も図1の ピア ノフ ォル テと同様 の,ド イ ッ風 ロ コ


















図3は,鍵 盤楽器製作の名門,ブ ロー ドウッド(Broadwood)工
房の製作になる,グ ランド・ピアノフォルテである。線刻画が側面
からの正射影図法に限 られているため,詳 細 にっ いては検討で きな
いが,図1の コラー ド工房によるグラン ド・ピアノフォルテと同様
の特徴を示すといってよいであろう。即 ち,様 式 は異 なるが,装 飾
が脚部を中心 とした,音響面には影響 を及ぼす ことのない部分 に,
控えあに施されるのである。恐 らくフレームの形状以外 は,今 日の
フルスケール ・グランド・ピアノと変わるところはないと思われる。
図4は,ス ペインの ドン・ホセ ・ガレゴス(DonJoseGallegoz)
が出品した,ギ ターラアルパと名付けられた,新 発明の楽器であ るaeO
これはどうやら,スパニッシュ ・ギ ターに,チ ェロとハープを合体
させた楽器であるらしい。そ して,楽 器を立てた状態で も横 にした
状態でも演奏できるように工夫 されたスタンドが付 けられていると
いう。 しかしこれは,ど のような演奏家や演奏形態が想定されて製
作された楽器なのか,理 解に苦 しむ。 というのも,こ の楽器の3種
の音源を同時に演奏するのは,基本的 に不可能だか らである。 この
奇妙な楽器には,公式の審査委員会か ら入賞が授与 されている。
図5は,ロ ンドンのラフ(Luff)工房が出品 した,足 踏み式 オル
ガン,ハルモニウムである。恐 らくは大聖堂に響 くパイプオルガ ン
の荘厳な響きを,家庭でも楽 しむために製作 されたのであろう。全
体にごっ こっとした,ゴ シック風の外観 を示すが,側 面部や鍵盤 カ
ヴァーに見 られる植物をモチー フとした レリーフ状の装飾 は,そ の
密集の度合いにおいてバロック風であり,様式的な混乱がみ られる。
また,王 冠や人面の彫 り物が施 されてい る点 も,ヴ ィク トリア朝 に特有 の,趣 味の混乱を反映
してい るよ うに思われ る。
図6は,ニ ュー ヨークのナ ン ・ア ン ド・クラー ク(NunnandClark)工房か ら出品 された,
スクエア ・ピアノフォル テであ る。 この楽器 も,入 賞 を獲得 して いる。
18世紀か ら19世紀 にか けて盛 んに製作 されたスクエア ・ピア ノフ ォルテ は,ハ ープ シ コー
ドに起源 を もっ大型楽 器 としての グラン ド・ピア ノフォルテとは異 な り,ヴ ァージナル,ス ピ
36









ノフォルテの本来のあ り方を逸脱 しているといった方が適切であるように思われる。 というの
も,音域の広さは楽器の大型化にっながるのであり,そのような場合,ス クエア ・ピアノフォ
ルテという形式にこだわる必然性に乏 しいか らである。
しか しこの楽器の最 も著 しい特色は,楽器全体に施された装飾に認め られよう。それは様式
としては,一応 ドイツ風ロココの系統に属すると考え られる。 しか し,一っ一っのモチーフの




図7は,ウ ィー ンの カール ・ライス トラー(CarlLeistler)と
い う家具職人 が出品 した,ア ップ ライ ト・ピアノ フォル テで あ る。
恐 らくこれ は,フ ル スケール を有 す る,ア ップ ライ ト型 と して は
大型の もの に属す る楽器 と考え られ る。
全体の形状 は,部 分 的に見 られ る彫刻 的要素 を除 くと,ほ ぼ今










イス トラー製作の椅子やテーブル,ベ ッド等 とこの楽器を同一の頁に掲載 し,一連のコメント
を付 して評 している。家具 と楽器の関連にっいては,後に考察を加えてみたい。
図8は,ロ ンドンのラフLuff工房が出品 した,「アルバー ト・コテージ ・ピアノフォルテ ・
ハルモニウム(AlbertCottagePianoforteHarmonium)」と名付けられた,ア ップライ










域が認められ,今 日の一般 的なア ップライ ト・ピアノよ りも,
一回りほど小さい楽器であろう。 この楽器 に施 された装飾は,





が出品した,全 く類例のない,奇 怪な ピアノフォルテである。
恐 らくは,フルスケールのグランド・ピアノフォルテ2台 を,
向かい合わせになるように合体 させたもので,あ えて名付 ける
とすれば,ダ ブル ・ピアノフォルテといったことになろうか。
アー ト・ジャーナルのコメン トによると,一 方の鍵盤 に二人の
奏者が付き,4人 で演奏するための楽器だ という。 また,実 際
にこの楽器を用いた演奏会が開かれたことも,記されている。
この楽器の構造や音楽性に関 しては,二 っの疑問が生 じる。
第一に,フ ルスケールのグランド・ピアノフォルテ2台分の弦の張力に,充分に耐え得 る構造
をもっていたかという点である。モダン・ピアノは,1855年のスタインウェイ(Steinway)
工房による,フ レームの強化によって成立 した。スタインウェイは,この改良 によって,全 音
域に渡る均一な音質やタッチを確立 したのである。 しか しピアッソンのダブル ・ピアノフォル
テは,それ以前に製作されたものであり,音量の均質性や楽器としての耐久性 には難があった
であろうと推察されるのである。
第2の 疑問は,こ の楽器がどのような楽曲や演奏会を想定 して製作されたかという点である。
この楽器は,二組の連弾のために設計されているが,8本 の手のためのピアノ楽曲は作曲され





図10は,ボス トンのチッカ リング(Chickering)工房による,グ ラン ド・ピアノフォルテ




ピアノに比べて,共鳴部が薄 いように思えるが,実 際 にそ
うであったのか,描 画の不適切 さに基づ くものなのか は,
判断できない。装飾に目を転 じてみれば,ま ず共鳴部への
細工が控えあであることを指摘 しておこ う。楽器 にとって




と考えられる。それに対 して,脚部 ペダル部 譜面台を含めた鍵盤まわり等に施された装飾
は,やや冗舌な感が否あない。特に脚部は,平坦な上部と際だった奇妙な対比を成 していたの
ではないだろうか。
図11は,ザ クセ ンのグ リエル(Glier)工房 の出品 した,3本 の
金管楽器,ヴ ァイオ リン,そ して ギ ターで あ る。 アー ト ・ジャー
ナルが これ らを取 り上 げた理 由は,コ メ ン トの中 には明確 に述べ
られな い。 ただ単 に,音 楽 の先進 国,ド イ ッの楽 器 を紹介す る と
してあ るだ けで ある。
図12は,図3と同 じ,ブ ロー ドウッ ド工房による,
グランド・ピアノフォルテである。恐 らく音域やアク
ション機構などは,今 日のグラン ド・ピアノと変わ ら
ないものと考えてよいであろう。 この楽器に関 して注
目すべきは,そ の特異な装飾である。全体は黒檀を主






る。また幾つかの部分には,金の浮 き彫 りも用いられているという。素材や技法に関 しては贅
を尽 くした装飾が施されているのであり,何か特別な用途のために作 られた楽器である可能性
が高い。脚部の形状や脚部上部の吊り装飾 も,個性的であり,祝典的な印象を受 ける。恐 らく
は,相当に裕福な貴族が,自 らの城の客間のような空間に置くために,作 らせたものではない
だろうか。
図13は,ロンドンのペイプ(Pape)工房が出品 した,演 奏 しないとき
にはテーブルとして用いることがで きるというピアノフォルテである。
線刻画が正確であるとすれば,音域は6オ クターヴであり,や や小型の
楽器 ということになる。テーブルとしての使い勝手が考慮 され,1本 の
柱によって全体が支えられる特異な構造をとっている。 しか しこの楽器















これ らのうち,ピ アノフォルテにのみ注 目するのであれば,1の 類型に含まれるものが全て
グランド・ピアノフォルテであり,2の類型に含まれるものの殆どが,そ れ以外の型式のピァ
ノフォルテである点 には,注 目しておきたい。というの もこのことは,当時の人びとがピアノ





たハープシコー ドの欠点を改善 し,よ り豊かな音量が奏で られるようにするために,発 明され
たものである。ハープシコー ドやグランド・ピアノフォルテが弦を水平に張 る構造をとるのは,
それが音響や演奏性,構 造の面で最 も自然な無理のない在 り方だからである。弦を垂直に張 る
アップライ ト型の楽器は,こ の意味で不自然な構造をとっていると云わざるを得ない。アップ
ライト型のハープシコー ドともいうべきクラヴィチテリウム(Clavicytherium)が今 日殆ど
残 されていないのは,そ の構造があまりにも複雑になりすぎ,実用性に欠けたか らである。
それでは,ア ップライ ト型やスクゥエア型などの,先 の2の類 型に含まれるピアノフォルテ
は,何を目的に製作された楽器と考えるべきであろうか。 グランド型に比べ大きさが小さいこ
とからも明 らかなように,これ らはコンサート・ホールや大広間のような,多 くの人びとが集
まることめできる広大な空間に置き演奏するために製作 されたのではなく,比較的狭い,恐 ら
くは産業資本家階層の住宅に置 くために作 られたのではないかと考えられる。 もともと家庭用





住宅空間内での収まりの良 さを優 先的に考えられ製作 されている。即ちこれらは,楽器である
と同時に,家具でもあったのである。 しかもこの家具 は,次に挙げるような理由から,特別な
家具と云わなければならない。1,先 述 したように楽器は,生活必需品ではなく,生活におけ
る積極的な余剰価値 としてあること。2,鍵 盤楽器は,そ の製作工程の複雑さか らも判断され








の高級感の創出においても,他の家具 と同 じ方法をとったのである。即ち,高価で珍 しい材料
を用いること,工作に時間をかけたことの証 として綿密な細工を施すこと,そ してそれ らの綜
合として,実 用性や機能性以上に,装飾に重点を置くことである。
2の類 型に属する楽器が,装飾に重点を置いていること,それ自体は非難されるべきことで
はない。 しか し水晶宮博覧会の出品物の多 くに共通す る特質として,装 飾がその ものの本来の
あるべき姿を逸脱 し,独走 している点が挙げられるが,2の 類型の楽器にも,同様のことが指















明 す る こ と が 挙 げ ら れ よ う。 そ して そ こ に は,現 代 の デ ザ イ ンの 盛 衰 に っ い て 考 察 す る た め の,
有 効 な 示 唆 が あ る よ う に 思 わ れ る 。
註'




(3)ヘ ン リー ・コ ー ル は,実 行 委 員 会 の議 長 で は な く,ナ ンバ ー2の 立場 に あ った。 しか し,実 際 の運 営
』















(12)前掲 書,「 ヴ ィ ク トリア朝 の人 び と」51頁。
㈱ 今 日で は,ピ ア ノ フ ォル テ とい う呼称 は殆 ど用 い られ な いが,本 稿 で は 便 宜 上,モ ダ ン ・ ピア ノ を
「ピ ア ノ」 と し,そ れ以 前 のゼ ア ノにつ て は,「 ピア ノ フ ォル テ」 と して,区 別 す る こ とに す る。 従 っ




(1⑤こ の楽 器 の名 称 につ いて は,註 ⑥ の 公 式 カ タ ロ グ と,本 稿 で 中 心 的 な考 察 対 象 と して い る 「ア ー ト ・
ジ ャ ー ナ ル 」 の カ タ ロ グで は,異 な っ た記 述 を して い る。 公 式 カ タ ロ グで は,ギ ター ラ ア ル バ
Guitaraharpaとさ れ,「 ア ー ト ・ジ ャ ーナ ル」 で は,ギ タル パGuitarpaと記 載 さ れ る。 本 稿 で は,
公 式 カ タ ログ の名 称 を採 用 す る。 .
αのGere,CharlotteandWhiteway,Michael"Nineteenth-CenturyDesignfromPuginちo
Mackintosh",1993,London,p.16,p.66
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